
１２月　１８日（木）　１７時　１５分
 
元

腰殿部打撲と打ち身

被災者は現場作業が終わり会社の資材ヤードでトラックから資材等を降ろしていた時、荷台の一部が圧雪や 検査のため１日病院に入院したが　１２月２０日より通常勤務に戻った。　休業１日

凍りついた状態となっていたため足を滑らし墜落し、腰を強打した。

作業前に作業床の状態を確認するよう教育、指導を徹底した。

足元が滑りやすくなっていたにもかかわらず対策を講じなかったこと。 冬なので凍結によるスリップを想定し、砂などのスリップ防止材を常備。

　調査記入時の注意点－－①　所属欄は５項目の該当する項目に○マークの記入　　　②３要因(人的･物的・管理的）に関係・該当する要因に○－重要要因と思われる事項に◎を記入してください。（添付要因資料参照）
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疲れていたため足元の注意が散漫となっていた。
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発生月日　時 工事内容 町内道路除雪

被災者 職種 経験年 所属 元請　　　直営　　　○１次会社　　１人親方　　請負外契約
初期の対策状況含む事項(写真含）
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